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台
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〝To 
be, 

or 
not 

to 

be: that is the questi

on

〟
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
有
名

な
台
詞
で
あ
る
。『
ハ
ム
レ

ッ
ト
』
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ

ア
の
悲
劇
の
戯
曲
で
あ
る

が
、
こ
の
台
詞
の
意
味
は
、

幾
通
り
に
も
解
釈
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。「
生
き
る

か
、
死
ぬ
る
か
、
そ
こ
が
問

題
な
の
だ
。」「
存
在
す
る
こ

と
の
是
非
、
そ
れ
が
問
題
と

し
て
突
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
。」「
や
る
、
や
ら
ぬ
、
そ

れ
が
問
題
だ
。」
ほ
か
、
い

ろ
い
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
台
詞
を
『
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
』
に
持
ち
出

す
理
由
は
な
ぜ
か
？ 

筆
者

は
、
こ
の
台
詞
が
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
今
の

時
代
、
と
く
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
フ
ト
」
を
な
す
べ
き
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
状
況
を
変
え
る
た
め

に
、
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
や
夢

を
想
像
さ
せ
る
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
、
英

語
で
はnew 

energy

で
あ

る
が
、
日
本
国
内
で
用
い
ら

れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
し
て
も
ヒ
ッ
ト
し

な
い
。
代
わ
り
に
、「
新
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」
の
よ
う

な
具
体
策
を
教
え
て
く
れ

る
。
日
本
で
の
「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
い
う
用
語
は
、
経

産
省
が
所
轄
す
る
国
内
の
法

律
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

等
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」
で
規
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
対
象
と
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
海
外
で
は
、al

ternative energy

が
こ
の

意
味
と
し
て
一
般
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

最
近
、「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
が
よ
く
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
同
義
語
で
あ
り
、

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
海

流
・
潮
汐
、
海
洋
温
度
差
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
自

然
由
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
の
英
語

表

記

はrenewable 
ener

gy
で
あ
る
。「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
は
、
い
ま
や
世

界
の
共
通
語
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
省
略
し
て
、

「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
す

る
こ
と
は
、
原
意
か
ら
適
当

で
は
な
い
。
中
国
語
で
は

「
可
再
生
能
源
」
と
表
現
さ

れ
る
が
、
こ
れ
に
倣
う
と

「
可
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と

な
る
。
呼
び
名
は
と
も
か
く

と
し
て
、
い
ま
、
ま
さ
に
、

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
先
導
さ
れ
る
べ
き
時
代
が

来
て
い
る
と
い
え
る
。

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
話
に

戻
る
と
、〝To be, or not 

to be: that is the que

stion

〟
は
、
第
３
幕
の
第

１
場
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
30
文
か
ら
な
る
長

い
台
詞
の
冒
頭
に
あ
る
。
王

で
あ
る
父
が
弟
に
あ
た
る
叔

父
に
毒
殺
さ
れ
王
位
を
奪
わ

れ
、
実
母
ま
で
が
そ
の
叔
父

の
新
王
に
寝
返
っ
た
と
い
う

不
忠
を
ハ
ム
レ
ッ
ト
は
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

父
の
亡
霊
が
現
れ
、
報
復
を

掻
き
立
て
る
。
ハ
ム
レ
ッ
ト

の
恋
人
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
は
、

彼
の
置
か
れ
た
状
況
を
理
解

で
き
ず
に
川
に
身
を
投
げ
る
。

こ
う
し
た
悩
み
苦
し
む
ハ

ム
レ
ッ
ト
が
発
し
た
長
い
独

白
を
、
い
か
に
翻
訳
表
現
す

る
か
は
、
英
文
学
者
の
悩
み

で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

中
、
小
田
島
雄
志
氏
は
、
こ

の
台
詞
を
次
の
よ
う
に
訳
し

て
い
る
。「
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
、
い
け
な
い
の
か
、

そ
れ
が
問
題
だ
。」

い
ま
私
た
ち
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
選
択
、
そ
し
て
亡
霊

の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
技
術

革
新
の
怒
涛
の
中
に
生
き
、

煩
悶
し
模
索
し
て
い
る
。
心

情
的
に
は
、
未
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
行
う
べ
き
と
思
っ
て

い
る
が
、
な
か
な
か
そ
れ
を

先
導
す
る
こ
と
に
踏
み
切
れ

な
い
。
そ
れ
を
繕
う
が
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
の
言
い
訳
を

し
て
い
る
。
そ
の
悩
み
は
、

ま
さ
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
と
同
様

で
あ
る
。「
こ
の
ま
ま
で
い

向
か
う
課
題
に
お
い
て
、
進

取
の
気
概
を
獲
得
す
る
に
は

勇
気
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な

場
合
、
先
例
や
歴
史
的
経
過

を
知
る
こ
と
が
、
行
動
の
選

択
に
有
効
な
判
断
や
知
恵
を

預
け
て
く
れ
る
。

図
は
、
19
世
紀
か
ら
の
都

市
交
通
が
、
馬
車
か
ら
自
動

車
に
、
そ
し
て
そ
の
台
数
が

対
数
的
に
増
大
し
、
見
事
に

主
役
交
代
し
た
様
子
を
示
し

て
い
る
。
馬
車
か
ら
自
動
車

の
時
代
へ
の
転
換
に
は
、
ヘ

ン
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
の
努
力

に
よ
る
大
量
生
産
方
式
が
大

き
く
貢
献
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
交
代
劇
を
21
世
紀
の
時

点
か
ら
見
る
と
、
当
然
の
よ

う
に
見
え
る
。

い
ま
私
た
ち
は
、
従
来
型

発
電
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
主
役
交
代
劇
に
立

ち
会
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

過
去･

現
在
・
未
来
へ
と
続

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
道
程

で
も
あ
る
。
16
～
17
世
紀
の

作
家
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

が
、
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

選
択
に
迷
う
私
た
ち
に
な
ぞ

賭
け
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

同
社
グ
ル
ー
プ
は
、
産
業

用
・
家
庭
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
開
発
・
建
設
を
は

じ
め
、
施
設
の
運
営
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
務
な
ど
を
手
掛

け
る
ト
ー
タ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ

ー
と
し
て
全
国
展
開
し
て
い

る
。ウ

エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
は
今

後
、
新
電
力
の
子
会
社
ウ
エ

ス
ト
電
力
を
通
じ
て
大
手
新

電
力
へ
の
販
売
も
計
画
し
て

い
る
。
全
国
で
建
設
を
手
掛

け
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
約
１
５

０
カ
所
を
中
心
に
電
力
の
調

達
を
進
め
て
、
売
電
事
業
を

本
格
展
開
す
る
。
地
域
密
着

型
の
新
電
力
を
展
開
す
る
に

あ
た
り
、
風
力
発
電
事
業
へ

の
参
入
に
よ
り
電
源
を
多
様

化
し
て
調
達
の
安
定
を
図
る

考
え
だ
。

油
谷
風
力
発
電
は
、
２
０

０
２
年
に
長
門
市
と
地
元
企

業
な
ど
の
出
資
に
よ
り
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
設
立
。
２

０
０
３
年
よ
り
７
５
０
㌗
の

風
力
発
電
機
２
基
を
擁
し

て
、
山
口
県
初
の
商
業
用
風

力
発
電
と
し
て
売
電
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
年
間
発
電
量

は
３
１
２
万
８
０
２
０
㌗
時

（
２
０
１
３
年
実
績
）。
今
回

の
買
収
に
よ
り
油
谷
風
力
発

電
は
同
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社

と
な
り
、
発
電
し
た
電
力
は

ウ
エ
ス
ト
電
力
が
購
入
す
る
。

太
陽
光
発
電
事
業
の
ウ
エ

ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は

４
月
１
日
、
山
口
県
長
門
市

で
２
基
を
運
営
す
る
第
三
セ

ク
タ
ー
の
油
谷
風
力
発
電

（
合
計
１
５
０
０
㌗
）
を
買

収
し
、
風
力
発
電
事
業
に
参

入
し
た
と
発
表
し
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
方

法
を
多
様
化
し
、
売
電
量
を

増
や
す
の
が
狙
い
だ
。

ソ
ー
ラ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

は
４
月
２
日
、
宮
崎
県
の
３

カ
所
の
工
場
に
続
く
４
番
目

の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
薄
膜
太
陽
電
池
工

場
と
な
る
東
北
工
場
が
宮
城

県
黒
川
郡
大
衡
村
で
稼
働
し

た
と
発
表
し
た
。
同
工
場
に

は
、
神
奈
川
県
の
厚
木
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
東
北
地

方
で
風
力
発
電
を
展
開
す
る

事
業
会
社
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
」（
東
京
都

港
区
）
を
４
月
中
に
設
立
す

る
。
秋
田
県
を
は
じ
め
東
北

地
方
北
部
で
２
０
２
０
年
ま

で
に
、
一
般
家
庭
約
６
万
世

帯
分
に
相
当
す
る
出
力
１
０

０
㍋
㍗
程
度
の
稼
働
を
目
指

す
。Ｊ

Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ

は
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
対

応
を
重
要
な
経
営
課
題
の
ひ

と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
環

境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

新
会
社
の
設
立
に
よ
る
、
今

回
の
風
力
発
電
事
業
へ
の
参

入
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
が
進
め
る
北
東
北
エ
リ
ア

の
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地
」
化
の
一
環
だ
。

新
会
社
は
、
日
本
海
沿
い

の
豊
富
な
風
力
資
源
を
活
か

し
、
風
力
発
電
事
業
の
企

画
・
開
発
・
運
営
な
ど
を
実

施
す
る
。
地
元
企
業
も
参
加

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作

り
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業

を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
最
初
の
事
業
と
し

て
、
秋
田
県
の
羽
越
本
線
道

川
駅
（
由
利
本
荘
市
）
と
下

浜
駅
（
秋
田
市
）
間
に
あ
る

自
社
鉄
道
林
用
地
に
、
出
力

約
２
㍋
㍗
の
風
力
発
電
設
備

１
基
を
新
た
に
建
設
す
る
。

当
該
地
域
は
比
較
的
風
況
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
、
風
力
発

電
に
適
す
る
エ
リ
ア
。

本
事
業
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
し
て
初
め
て
実
施
す
る
風

力
発
電
事
業
で
、
設
計
・
施

工
、
当
面
の
維
持
管
理
も
同

社
で
行
う
。
建
設
す
る
タ
ワ

ー
の
高
さ
は
約
80
メ
ー
ト

ル
、
設
置
す
る
風
車
の
直
径

は
約
90
メ
ー
ト
ル
。
年
間
発

電
量
は
、
一
般
家
庭
約
１

６
０
０
世
帯
分
の
年
間
使

用
電
力
量
に
あ
た
る
約
５

８
０
０
㍋
㍗
時
を
見
込
む
。

今
秋
に
着
工
し
て
２
０
１
６

年
秋
に
営
業
運
転
を
始
め
る

計
画
だ
。
発
電
し
た
電
力

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
取
制
度
を
利

用
し
て
電
力
会
社
に
売
電
す

る
。先

行
す
る
太
陽
光
発
電
事

業
で
は
、
２
０
１
５
年
３
月

ま
で
に
、
秋
田
県
潟
上
市
に

た
最
新
の
量
産
技
術
が
導
入

さ
れ
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
生
産
コ
ス
ト
の
実
現
と
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
性
能
の
向
上
が

図
ら
れ
る
。
年
間
生
産
能
力

は
１
５
０
㍋
㍗
。

稼
働
し
た
東
北
工
場
の
床

面
積
は
１
万
５
０
０
０
平
方

㍍
。
工
場
が
立
地
す
る
第
二

仙
台
北
部
中
核
工
業
団
地
内

は
、
17
年
前
に
土
地
開
発
が

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ
め
大

手
企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

高
速
道
路
や
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
強
み

だ
。東

北
工
場
の
新
製
品
は
15

％
以
上
の
変
換
効
率
を
目
指

す
。
ま
た
、
電
圧
と
電
流
の

仕
様
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ

り
シ
ス
テ
ム
設
計
の
自
由
度

が
増
し
た
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
の
配
線
部
材
の
配
置
も

工
夫
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
、
世
界
最
大
規
模

の
年
間
生
産
能
力
（
９
０
０

㍋
㍗
）
を
誇
る
国
富
工
場

（
宮
崎
県
）
で
実
現
し
た
生

産
技
術
を
発
展
さ
せ
、
Ｃ
Ｉ

Ｓ
技
術
に
お
け
る
同
社
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る
考

え
だ
。
ま
た
、
将
来
同
社
が

海
外
生
産
拠
点
を
展
開
す
る

た
め
の
技
術
的
な
礎
と
な
る

役
割
や
モ
デ
ル
工
場
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
の
ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ

売
電
増
目
指
し
風
力
発
電
に
参
入

北
東
北
の
再
エ
ネ
基
地
化
に
向
け

風
力
発
電
事
業
を
積
極
推
進

ソーラー
フロンティア

太
陽
電
池
「
東
北
工
場
」
稼
働

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
生
産
性

ＪＲ東日本

油谷風力発電所

風力発電設備イメージ

東北工場内部

19世紀からの都市交通における主役交代
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